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●
宮
崎
県
日
南
市
な
ど
の
ま
ち 

　
づ
く
り
先
進
地
事
例
を
視
察

　

９

月

16

日
（

日

）

〜

17

日

（
月
）
宮
崎
県
で
、
甲
佐
町
産
業

後
継
者
育
成
対
策
協
議
会
が
主
催

す
る
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
（
宮
本
修
治
会
長
）

は
、
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
を
中
心
に
商
業
、
工
業
を
ふ
く

め
た
後
継
者
育
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
商
店
街
活
性
化
・
古
民
家

の
利
活
用
な
ど
の
先
進
地
事
例
の

視
察
を
企
画
。
甲
佐
町
商
工
会

（
中
村
幸
男
会
長
）
の
青
年
部
な

ど
か
ら
、
４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

●
活
性
化
の
取
り
組
み
を
手
掛 

　
け
た
皆
さ
ん
の
講
義
を
受
講

　

視
察
で
は
、
宮
崎
市
で
飲
食
店

な
ど
を
公
募
し
た
青
島
ビ
ー
チ

パ
ー
ク
や
、
日
南
市
で
求
職
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
の
企
業
誘
致
や
一

本
釣
り
カ
ツ
オ
を
活
用
し
て
商
店

街
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
る
油
津

商
店
街
を
訪
れ
ま
し
た
。
ま
た
古

民
家
を
活
用
し
て
飲
食
店
や
宿
泊

施
設
の
整
備
や
企
業
誘
致
に
取
り

組
ん
で
い
る
城
下
町
の
飫
肥
地
区

を
訪
問
。
取
り
組
み
を
手
掛
け
た

皆
さ
ん
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
課
題
と
、
そ
れ
に
ど
う
対
応
し

て
き
た
か
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

甲
佐
町
産
業
後
継
者
育
成
協
議
会

輝
く
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
若
者
た
ち

今回の視察研修は本当に目から

鱗（うろこ）の連続でした。

人口減少は人口動態を整えてい

くことが重要で、甲佐の町並み

や川、自然の魅力を再確認し、

多様性を見出しカタチにしてい

くことで、地域はまだまだ輝け

る可能性を秘めているというこ

とを教えていただきました。

持続可能なまちづくり、魅力づ

くりを行うことは、域内調達率

を上げ、地域経済を循環させて

いくことにも繋がります。甲佐

町らしいまちづくりを地域全体

でやっていきたいと改めて考え

させられた２日間となりました。

甲佐町らしいまちづくりを

甲佐町商工会青年部

大滝 祐輔さん

　
甲
佐
町
産
業
後
継
者
育
成
協
議
会
で
は
、
農
業
、

商
業
、
工
業
を
ふ
く
め
た
後
継
者
の
育
成
を
図
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
９
月
16
日
（
日
）
〜
17
日
（
月
）
、
同
協
議
会
が

主
催
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
先
進
地
で
あ
る
宮
崎

県
宮
崎
市
、
日
南
市
を
視
察
し
ま
し
た
。
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■
基
本
改
定
の
背
景

　

甲
佐
町
（
上
）
水
道
事
業
は
、
町

民
生
活
と
地
域
経
済
活
動
を
支
え
る

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
安
全
な
水
の

安
定
供
給
や
水
道
未
普
及
地
域
の
解

消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
給

水
人
口
の
減
少
や
節
水
機
器
の
普
及

に
よ
り
各
家
庭
で
の
水
道
使
用
量
は

減
少
傾
向
に
あ
り
、
料
金
収
入
の
増

加
は
見
込
め
な
い
状
況
で
す
。
こ
の

よ
う
な
中
、
耐
用
年
数
を
超
え
て
老

朽
化
の
進
ん
で
い
る
配
水
管
を
は
じ

め
と
す
る
施
設
の
更
新
や
耐
震
化
を

進
め
て
い
く
必
要
が
生
じ
て
お
り
、

水
道
事
業
の
経
営
状
態
は
厳
し
く

な
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
収
納
事
務
の
民
間
委

託
な
ど
の
経
営
努
力
を
続
け
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
平
成
30

年
度
以
降
赤

字
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

平
成
30

年
第
3

回
町
議
会
定
例
会
に

水
道
料
金
の
改
定
を
行
う
た
め
の

「
甲
佐
町
水
道
給
水
条
例
」
の
一
部
改

正
案
を
上
程
し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
基
本
水
量
は
８
立
方
㍍
に
、
超

　
過
料
金
は
値
上
げ

　

基
本
料
金
を
こ
れ
ま
で
の
用
途
別

か
ら
口
径
別
に
変
更
し
、
基
本
水
量

を
10

立
方
㍍
か
ら
８
立
方
㍍
へ
変
更

し
ま
す
。
ま
た
、
超
過
料
金
を
１
立

方
㍍
あ
た
り
１
３
９
円
（
税
込
み
）

か
ら
１
４
５
・
８
円
（
税
込
み
）
へ

変
更
（
値
上
げ
）
し
ま
す
。

用途
基本料金（１カ月につき）

水量 料金（税込み）

一般用 使用水量10立法㍍まで 1,296円

営業用 使用水量20立法㍍まで 2,623円

浴場営業用 使用水量200立法㍍まで 26,229円

団体用 使用水量20立法㍍まで 2,623円

口径
基本料金（１カ月につき）

※ （ ）内は税込み

13㍉㍍ 1,200円（1,296円）

20㍉㍍ 1,400円（1,512円）

25㍉㍍ 1,800円（1,944円）

30㍉㍍ 2,400円（2,592円）

40㍉㍍ 3,600円（3,888円）

50㍉㍍ 6,000円（6,480円）

75㍉㍍ 12,000円（12,960円）

世帯

人数

使用

水量

現行料金 改正案
増加額 増加率

基本料金 超過料金 計 基本料金 超過料金 計

１人 8立方㍍ 1,296円 0円 1,296円 1,296円 0円 1,296円 0円 100.0 %

２人 16立方㍍ 1,296円 834円 2,130円 1,296円 1,166.4円 2,462円 332円 115.6 %

３人 20立方㍍ 1,296円 1,390円 2,686円 1,296円 1,749.6円 3,045円 359円 113.4 %

４人 24立方㍍ 1,296円 1,946円 3,242円 1,296円 2,332.8円 3,628円 386円 111.9 %

５人 29立方㍍ 1,296円 2,641円 3,937円 1,296円 3,061.8円 4,357円 420円 110.7 %

６人 34立方㍍ 1,296円 3,336円 4,632円 1,296円 3,790.8円 5,086円 454円 109.8 %

平 成３１年 ５ 月 検 針 分 か ら 水 道 料 金 を 改 定 し ま す

■現行料金■改定後料金

■（参考）超過料金の改定（世帯人数別の料金増加額と増加率）

改
定

　甲佐町水道事業では、平成31年５月検針分

から水道料金の改定を行います。平均改定率

は約10㌫増で、30年振りの大きな料金改定と

なります。基本料金をこれまでの用途別から

口径別に変更し、基本水量を10立方㍍から８

立方㍍へ変更。超過料金を値上げします。

●お問い合わせ先　町水道管理センター　 TEL 096-234-0755


